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食品工場対応ボイラ用複合処理剤

BSシリーズ

4. マグネタイト皮膜を形成

ボイラ内部にマグネタイト皮膜を形成して、腐食から守ります。
脱酸素剤のように、頻繁な残留濃度の分析は必要ありません。

5. FSSC22000対応

原料に食品添加物あるいはFDA記載品のみを使用していますの
で、食品安全システム認証FSSC22000（6.3項）に対応しています。

1. ヒドラジン、PRTR対象物質を含まないので安心

ヒドラジンなどの変異原物質やPRTRの対象となる物質を含み
ませんので、安心して使用いただけます。

2. 原料に食品添加物・FDA記載品のみを使用

食品添加物規格品やFDA記載品の中から厳選した素材を使用 
しています。さらに、りん酸塩系のBS-400シリーズは、食品
添加物規格品だけを原料に使用しています。

3. 少ない蒸気中不純物

アクアスフォルテのボイラ蒸気は、従来薬品使用時に比べ、 
薬品の成分や分解生成物混入が少なくなっています（当社比）。
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アクアスフォルテ BS-610処理例

特許No.2096506号

特許登録品

いままでのボイラ薬品では、蒸気加熱や直接加湿が不安、または取扱い・管理がめんどうという問題はありませんか？

アクアスフォルテBSシリーズは、独自の組成と厳選した素材で、蒸気を使うプロセスや薬品の取扱い作業環境に気を配り、

しかもしっかりとボイラを守ります。
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物性

製品 外観 pH（1％） 比重 粘度（mPa・s） 荷姿

BS ｰ 405

褐色～黒褐色液体

12.5 1.30

30以下 20kg（10kgバッグインボックス2）

BS ｰ 410 12.2 1.31
BS ｰ4126 12.1 1.32
BS ｰ 605 12.5 1.29
BS ｰ 610 12.2 1.28
BS ｰ 630 12.1 1.23

医薬用外劇物に該当します。
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① アクアスフォルテをボイラに添
加します。

② アクアスフォルテの成分である
有機化合物がボイラ母材（鉄）に
吸着します。

③ 吸着した有機化合物の作用によ
り、ボイラ母材（鉄）が不動態化
し、緻密で均一なマグネタイトの
酸化皮膜を形成します。

0 15

無処理

りん酸＋ヒドラジン処理
（ヒドラジンとして2～5mg/L）

アクアスフォルテ処理
（1000mg/L）
腐食度（mdd）

5　　　20　　　　40　　　　　60　　　　80　　90
Fe3O4（マグネタイト）

2K

1K
CPS

105

14

9

4

●防食比較テスト例（高腐食性環境でのテスト）
条件

蒸気圧：0.7MPa　温度：170～180℃　試験期間：4日間
試験水水質：つくば市軟化水10倍濃縮＋Cl2000mg/L

●X線回折法による金属酸化物の検出
　母材表面近くにマグネタイト（Fe3O4）の皮膜形成が見られる。


